












































































































































































（様式２）

頁 図表番号
2-1～6 表2.2.1
3-8 図3.4.1
3-8 図3.4.2
3-9 表3.5.1
3-10 表3.5.2
3-11 表3.5.3
3-12 表3.5.4
3-13 表3.5.5
3-14 表3.5.6
3-15 表3.5.7
3-16 表3.5.8
3-17 表3.5.9
3-18 表3.5.10
3-19 図3.5.1
4-2 図4.2.2
4-20 図4.6.2
5-2 図5.1.2
5-2 図5.1.3
5-2 図5.1.4
5-7 表5.3.1
5-8 図5.3.5
5-9 図5.3.6
5-17 図5.4.2
5-17 図5.4.3
5-18 図5.4.4
5-18 図5.4.5
5-19 図5.4.6
5-19 図5.4.7
5-20 図5.4.8
5-21 図5.5.1
5-21 図5.5.2
5-22 図5.5.4
5-23 図5.5.5
6-18 図6.6.1
8-1 図8.2.1
8-2 図8.2.2
8-4 図8.4.1

タイトル

現地調査結果（仮設橋対象Ⓐ）
現地調査結果（仮設橋対象Ⓑ）
現地調査結果（仮設橋対象Ⓒ）
現地調査結果（仮設橋対象Ⓓ）

損傷橋梁リスト
過年度成果による橋梁部標準断面（新設2方向4車線案）
過年度成果による土工部標準断面（新設1方向2車線案）

コンクリート既製杭

摺り付け率の標準値
平面図（1/2）

従来箱桁と細幅箱桁の対比

Cherkasy橋位置図
Cherkasy橋全景
Cherkasy橋被災状況

航路部の水深

二次利用未承諾リスト

委託事業名　令和４年度補正現地社会課題対応型
インフラ・システム海外展開支援事業（ウクライナ
国・橋梁の復旧による交通・物流正常化事業実施可能
性調査事業）

報告書の題名　ファイナル・レポート（概要版）

受注事業者名　株式会社オリエンタルコンサルタ
ンツグローバル,株式会社駒井ハルテック

河川内に設ける橋脚形状

橋台形式と適用高さ

仮締切工の選定フローチャート

ウクライナ橋梁インフラ（2020 年）
戦中に修復された橋梁（2023 年5 月時点）

現地調査結果（仮設橋対象Ⓗ）

事業位置図（用地取得と住民移転）

河川構造令（第62条）

既設橋（Cherkasy 橋）

鋼管矢板基礎
航路部以外の水深
細幅箱桁橋

鋼管矢板基礎
機械式継手施工手順の一例

既存下部工の状況（代表例）

紅海とその周辺ルートの状況

平面図（2/2）

現地調査結果（仮設橋対象Ⓙ）
現地調査結果（仮設橋対象Ⓘ）

現地調査結果（仮設橋対象Ⓔ）
現地調査結果（仮設橋対象Ⓕ）
現地調査結果（仮設橋対象Ⓖ）




